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ここがポイント！【研究内容】

新͍͠構造ಛੑΛߴͭ࣋分子ࡐྉの
合੒ͱػೳ։୓

ੴׂ 文ਸ I4)I8"3I 'VNJtaka

附属ϑϡーνϟーイϊϕーγϣンセンター／Ԡ用化学専攻 ࢣߨ
෺࣭機能Խ学講座 ෺ੑԽ学領域 ࠤഢ研究室

ラダーϙリマー͸モϊマーϢχットがೋຊҎ্の化学݁合で࿈݁
されたϙリマーであり、一ຊの化学݁合で࿈݁された௨ৗのϙリ
マーと͸大きくҟなる性質をࣔすことがظ଴されていますが、ま
ͩͦの合੒੒ޭྫ͸গないです。զʑ͸これまでに、ओ࠯தにδ
アザγクロΦクタン֨ࠎを࣋つラダーϙリマーを合੒する৽手法
をݟग़し、ͦのܹࢗԠ౴性や高い C02 してきまࠂணબ୒性をใٵ
した。ࡏݱ、このラダーϙリマーບの C02 分཭ٕज़΁のԠ用や、
ੈքதで୭΋ߟҊすらしていない৽しい構造ಛ性を࣋つラダーϙ
リマーの։ൃを行っています。

ྉԽֶࡐػԽֶ、௒分子Խֶ、༗ػ分子Խֶ、༗ߴ

応用分野 Ψス分཭ບ、ػ能性ϙリマー、デόイス։ൃ౳

論文・解説等
[1] '. *TIiXBSi et al., ACS Macro Lett. 2017, 6, 775.
[2] '. *TIiXBSi et al., Polym. Chem. 2020, 11, 236.
[3] '. *TIiXBSi et al., ChemNanoMat 2021, 7, 824.

連絡先 URL https://sites.google.com/Wiew/pshiwari/home

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ೳύϫーϨーβーͱੑߴ
エネルギーີ౓෺࣭ߴ

ඌ࡚ యխ OZ",I NPSJNasa

学専攻 准教授޻子৘ใ௨৴ిؾి
ઌਐి࣓ΤωϧΪʔ޻学講座 ߴΤωϧΪʔີ౓޻学領域

ϋイパϫーϨーザーরࣹによるダイφミックな௒高ѹなど、ݶۃɾ
。やৼる෣いを明らかにします࢟れる物質のະ஌のݱ୺৚݅でۃ
物質の構造やঢ়ଶのม化と、ͦれに൐ってม化する物性や൓Ԡを
理解し、৽物質৽材料のઃ計や合੒に活かします。9 ઢ自༝ి子
Ϩーザーࢪઃでの大ن໛࣮ݧやスーパーίンピϡータを用いたྔ
子ྗ学計算など、಺֎の研究ऀɾ学生らとのڞಉ研究を௨じて、
ੈքॳの஌を生産します。๲大な࣮ݧデータとインϑΥマティク
スٕज़を૊Έ合Θͤ、ઌਐ的なϨーザーՃ޻ɾϓロセスのたΊの
γステム։ൃに΋ݙߩしています。

ύϫーϨーβー、新෺࣭、௒ߴѹ、௒ߴ଎൓応、ϨーβーՃ޻

応用分野 物質合੒、エネルギー、ఱମ಺෦୳ࠪなどઌ୺ૅج科学

論文・解説等
[1] ;. )F et al., Science Advances 8, FBCo0617 (2022) 
[2] 5. 0LuDIi et al., Nature Communications 12, 4305 (2021) 
[3] ,. ,BUBHiSi et al., PhysicalReviewLetters 126, 175503 (2021)

連絡先 URL http://www.eie.eng.osaka-u.ac.jp/eG/
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ここがポイント！【研究内容】

ਓྨの෱ࢱにد༩
ーڞ໐プϥζϚによるՙి粒子ϏーϜੜ੒ー

Ճ౻ ༟࢙ ,"5O :VsIJ

学専攻 准教授޻子৘ใ௨৴ిؾి
ઌਐి࣓ΤωϧΪʔ޻学講座 ઌਐϏʔϜγεςϜ޻学領域

ి子αイクロトロンڞ໐ (EC3) イΦンݯϓラζマ͸ଟՁイΦンऩ
ྔが高いたΊ、高エネルギーՃ଎ثなどに利用されています。原
子֩物理などの理学分野、重ཻ子ઢがΜྍ࣏などの生物ɾҩ学分
野、ߋに൒ಋମのイΦン注ೖ、イΦンエンδンなどのӉ஦ਪਐ、
ͦしてόイΦɾφϊ材料などの޻学分野で෯޿く利用され、 まさ
にਓ類の෱ࢱに寄与しております。EC3 ϓラζマのૅج、ฒͼに
Ԡ用研究をਪਐして高ऩྔɾ高ޮ཰化して、ੈ࣍୅を୲͏৽しい
ઌਐϏームݯ։ൃにऔり૊Μでいます。

ి子αΠΫロτロϯڞ໐、௒ॏݩ素Պֶ、ॏ粒子ઢ͕Μྍ࣏、
ΠΦϯエϯδϯ、όΠΦ・ナノ௒分子

応用分野 原子֩物理などの理学分野、重ཻ子ઢがΜྍ࣏などの生物ɾҩ学分野、൒ಋମのイΦン注ೖ、イΦンエンδンなどのӉ஦ਪਐ、όイΦɾφϊ材料などの޻学分野

論文・解説等
[1] :. ,BUo et al., Crystals 11(2021), 10, QQ.1249-1-10. IUUQT://Eoi.oSH/10.3390/DSZTU11101249
[2] 8. ,uCo et al., Rev. Sci. Instrum., 92(2021) QQ.043514-1-9.
[3] :. ,BUo et al., Rev. Sci. Instrum., 91(2020) QQ.013315-1-6

連絡先 URL http://Gusion.eie.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

�� ଒γーτ創製ͱߴҠಈ౓Խに͚ͨ޲
Ϛルνプローϒہॴ఻ಋܭଌ

อ ཧٱ ,U#O OsaNV

学専攻 准教授޻子৘ใ௨৴ిؾి
૑੡ΤϨΫτϩχΫε材料講座 φϊϚςϦΞϧΤϨΫτϩχΫε領域

զʑ͸དྷる΂き *o5 能デόイスのओମ素子となػする৽ࢿ୅に࣌
り͏るलでたಛ性を࣋つ材料の૑੡、φϊϝータϨϕルでの l ΋
のͮくり z を行っています。ྫ͑͹、ダイϠモンυ構造を࣋つή
ルマχ΢ムを2࣍元γートがੵ૚されたܗঢ়にしたlήルマφンz
͸、௚઀όンυギϟッϓや݁থの 5 ഒのి子Ҡ動度を࣋つ౳、༏
れたಛ性がظ଴されるたΊ、ͦのデόイス࡞੡にऔり૊Μでいま
す。また、૑੡したφϊマテリアルのಛ性ධՁに、φϊαイζの
テスタであるଟ୳਑૸ࠪϓローϒݦඍڸなどのݶۃ計測ٕज़を利
用した解析΋ਐΊています。

ബບτϥϯδスλ、ೋݩ࣍૚ঢ়෺࣭、ిؾ఻ಋಛੑ、
૸ࠪプローϒݦඍڸ、ήルϚナϯ

応用分野 *o5デόイス、ޫ ిม׵デόイス

論文・解説等
[1] 0. ,uCo et al., Phys. Rev. # 104, 085404 (2021).
[2] 4. &nEo, 0. ,uCo, et al., Appl. Phys. Express 11, 015502 (2018).
[3] 5. /BLBZBNB, 0. ,uCo, et al., Adv. Mater. 24, 1675 (2012).

連絡先 URL http://nmc.eei.eng.osaka-u.ac.jp/inEeY@j.html



Osaka University34

元
素
戦
略
・
分
子
デ
ザ
イ
ン
工
学

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϚΠΫロ・ナノ金ଐࡐྉの
มܗͱഁյのྗֶ的ධՁ

ۙ౻ ढ़೭ ,ON%O 5PsIJZVkJ

ࢣߨ 学専攻޻ցػ
機能ߏ଄学講座 ϚΠΫϩϚςϦΞϧ޻学領域 ᝳౡ研究室

ੇ法が �m から nm Φーダーとなるマイクロɾφϊ金属材料͸、
マクロな金属材料と͸ҟなるมܗɾഁյಛ性を༗します。しかし
ながら、ͦのมܗɾഁյػ構のৄࡉや強度のൃػݱ構͸ະ解明で
す。ຊ研究で͸੡ບج൘から �mɾnm Φーダーްさの金属ബບ
をऔり֎して୯ମで自ཱさͤることでج൘の߆ଋをഉআし、さら
にこれにରして精ີなྗ学ෛՙをՃ͑ながらมܗɾഁյաఔのి
子ݦඍͦڸの৔φϊ࡯؍を行͏ことで、マイクロɾφϊ金属材料
のมܗɾഁյのػ構とͦのࢧ഑ྗ学ならͼに強度ൃػݱ構の解明
をਐΊています。

ྉ、ബບࡐ౓ֶ、ഁյྗֶ、ϚΠΫロ・ナノڧྉࡐ、ྉྗֶࡐ

応用分野 マイクロɾφϊデόイスの強度ઃ計、௕ظ৴པ性ઃ計

論文・解説等
[1] 5. ,onEo, ,. MinoTIiNB, et al., Eng. Fract. Mech., 220 (2019), 106652.
[2] 5. ,onEo, ,. MinoTIiNB, et al., Fatigue Fract. Eng. Mater. Struct., 42 (2019), 1118r1129.
[3] 5. ,onEo, ,. MinoTIiNB, et al., Mater. Sci. Eng. A., 790 (2020), 139621.

連絡先 URL http://www-micro.mech.eng.osaka-u.ac.jp/home.html

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ਓޫ޻合੒൓応の։ൃに͚ͨ޲
ྉの։ൃࡐ触媒ܕೳ౷合ػ

ۙ౻ ඒԤ ,ON%O MJP

Ԡ用化学専攻 准教授
෼ࢠ૑੒Խ学講座 ৮ഔ߹੒Խ学領域 ਖ਼Ԭ研究室

エネルギーɾڥ؀໰୊の解ܾࡦとなるਓޫ޻合੒൓Ԡの։ൃに޲
͚、金属ࡨମをج൫とする৮ഔ材料の։ൃを行っています。ಛに
近で͸、2࠷ つҎ্のػ能性෦Ґを 1 つの材料தに༥合したʮػ
能統合ܕʯ金属ࡨମ৮ഔ材料の૑ग़をࢼΈています。ి子఻ୡα
イトと൓Ԡ活性த৺とを༥合することでࢎ素ൃ生൓Ԡの高ޮ཰化
をୡ੒しました。また、ج質ೝࣝαイトと൓Ԡ活性த৺との༥合
によって͸、ਫதでのೋࢎ化୸素ؐ元൓Ԡをબ୒的にۦ動する৮
ഔ材料がಘられました。これら͸、ਓޫ޻合੒൓Ԡにରする৮ഔ
։ൃに৽たなઓུを与͑る΋のです。

ਓޫ޻合੒、金ଐࡨମ、খ分子ม׵൓応

応用分野 エネルギー分野ɾڥ؀材料

論文・解説等
[1] Mio ,onEo et al., Angew. Chem. Int. Ed., 2021, 60, 5965.
[2] Mio ,onEo et al., Small, 2021, 2006150.
[3] Mio ,onEo et al., Inorg. Chem., 2021, in QSFTT. (%0*: 10.1021/BDT.inoSHDIFN.1D01279)

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/masaoka@laC/konEo/konEo.html
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ここがポイント！【研究内容】

分子ू合によるޫ触媒の։ൃͱ
エネルギー・όΠΦ応用

ॏޫ ໞ 4)I(&MI54U )aKJNF

Ԡ用化学専攻 ࢣߨ
෼ࢠ૑੒Խ学講座 ෼ࢠ૬ؔԽ学領域 木ా研究室

•h ແػ化合物ʱやʰ௿分子ɾ高分子ʱによるैདྷのޫ৮ഔと͸ҟなるʰ௒
分子ʢ分子ू合ମʣɦ による৽たなޫ৮ഔの։ൃに੒ޭ。

• ௒分子ޫ৮ഔ͸、ਫதにお͚る༷ʑな化学൓Ԡʢਫ素ൃ生ɾ༗ػม׵
などʣにԠ用可能であり、エネルギーɾڥ؀分野΁のݙߩにظ଴。

• ௒分子ޫ৮ഔによってൃ生する活性ࢎ素などを利用したޫҩྍʢޫઢ
ྗ学ྍ法ʣ΁のԠ用΋ظ଴。

• 化ؐ元ࢎऩಛ性ɾٵগ元素ϑリーであり、൚用元素のΈでଟ༷なޫر
ిҐを༗するޫ৮ഔの૑ग़が可能。

• ௒分子のಛ性を生かしたܹࢗԠ౴性ɾ可ٯ性を༗する৽たなޫ৮ഔι
ϑトマテリアルの૑ग़が可能。

ޫ触媒、ޫઢྗֶྍ๏、௒分子、ιϑτϚςリアル

応用分野 エネルギー分野、ҩྍɾϔルスέア分野

論文・解説等
[1] ). 4IiHFNiUTu et al., Chem. Sci., 2020, 11, 11843r11848.
[2] ). 4IiHFNiUTu et al., Asian J. Org. Chem., 2020, 9, 2112r2115.
[3] ಛ10319-2020ئ号ɿ重ޫໞɾ໦ాහ೭、ޫ ৮ഔ

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dkiEa-laC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ナノ構造੍ޚによるΨϥスのػߴೳԽ

ࣰ࡚ ݈ೋ 4)INOZ",I ,FOKJ

Ϗδネスエンδχアリング専攻 准教授
ςΫϊϩδʔσβΠϯ講座 ϓϩηεσβΠϯ領域 ্੢ɾࣰ࡚研究室

Ψラス͸ランダム構造の材料ですが、೤やޫなどのܹࢗに
よって安定ঢ়ଶにあるடং構造、すなΘͪ݁থにసҠしま
す。ͦの構造とܗଶを੍ޚすることで、ݟた目͸Ψラスなの
にφϊ݁থのػ能性΋༗した৽ن材料を合੒することができ
ます。ྔ子υット、φϊ݁থ、φϊϝタルなどを析ग़さͤたり、
Ψラス自ମの構造をઃ計することで、༷ʑなޫػ能を࣋つΨ
ラスʢϨーザーϗスト、アッϓίンόーδϣンޫܬ、γンν
Ϩーγϣンʣや、とて΋ׂれにくいΨラスを։ൃしています。

Ψϥス、ഁյਟੑ、Ϩーβー、ྔ子υοτ、ナノ݁থ

応用分野 Ψラス素材、Ϩーザー、ଠཅޫൃి

論文・解説等
[1] ,. 4IinozBLi, :. *TIii, 4. 4uLFnBHB, ,. 0IBSB, ACS Applied Nano Materials, 5, 4281r4292 (2022).
[2] -. -iu, ,. 4IinozBLi, Materials Science and Engineering: " 817, 141372 (2021).
[3] ,. 4IinozBLi, /. ,BXBno, Scientific Reports, 10 (1), 1r7 (2020).

連絡先 URL https://staGG.aist.go.jp/k-shino[aki/inEeY.html
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ここがポイント！【研究内容】

・ナノスϐϯͨ͠٭ྉՊֶにཱࡐ
ナノ࣓ੑࡐྉの։ൃ

ന౔ ༏ 4)I3"54U$)I :V

マテリアル生産科学専攻 准教授
材料෺ੑ学講座 දք໘෺ੑ学領域 த୩研究室

• ௒スマートࣾձ／ SocietZ5.0 でのデδタル৘ใのॲ理ɾ֨ೲを可能に
する৽ػن能材料の։ൃをਐΊている。୯݁থബບɾ原子Ϩϕルੵ૚、
φϊ࣓性ɾスピントロχクスをಘҙとしており、ಛに、௿エネルギー
಺֎で΋ࠃ、化物ബບʣ͸ࢎՌബບʢクロムޮؾ࣓ؾ動が可能なిۦ
਺グルーϓでしか࣮ݱできていないΦリδφルな੒Ռ。

• 高प೾࣓性材料΁のల։を目ࢦした、୿ന質ʢ΢ィルスཻ༷子ʣを࢖っ
た৽࣓ن性φϊཻ子の։ൃ΋ਐ行த。

• デόイス用ബບ材料࡞੡のଞ、࣓性材料の֤種ಛ性ධՁɾޫを࢖った
࣓۠構造の可ࢹ化など、材料の高ײ度࣓ؾಛ性ධՁが可能。

ྉ、୿ന࣭、スϐϯτロχΫスࡐྉ、ナノࡐྉ、ബບࡐੑ࣓

応用分野 スマートデόイス、৘ใ௨৴、ストϨーδɾϝモリ

論文・解説等
[1] :. 4IiSBUTuDIi et al., J. Phys. Condensed Matter. 33, 243001 (2021). [5oQiDBM 3FWiFX]
[2] :. 4IiSBUTuDIi et al., Appl. Phys. Lett. 113, 242404 (2018).
[3] &$*&*দֆඒɼന౔ ༏ɼଞɼ৴学ٕใʢࠇ 5FDIniDBM 3FQoSUʣɼ114, 15 (2015).

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/mse2/inEeY.html 20210514

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ҟৗݪ子Ձ金ଐʕナΠτϨϯ�ϋロήϯԽֶछΛ
छͱ͢るアルΧϯのアϛノԽ͓よͼϋロήϯԽ൓応ੑ׆

ਿຊ लथ 4U(IMO5O )JEFkJ

Ԡ用化学専攻 准教授
෼ࢠ૑੒Խ学講座 ੜ໋機能Խ学領域 ҏ౦研究室

ੴ༉ґଘからの୤٫͸、ݱ୅ࣾձが๊͑る大きな՝୊の一つです。
ͦのたΊに͸、ຒଂྔが๛෋なఱવΨスのओ੒分である௿ڃアル
Χンを༗用な化੒඼ɾエネルギーにม׵するたΊのٕज़がඞཁで
す。しかし、一ൠ的にアルΧン͸௕年にΘたって஍ٿにຒଂされ
てきた͚ͩあって、༗用な化合物にม׵すること͸ࠔ೉であり、
ैདྷにない手法がඞཁです。ࢲたͪ͸、ಛघなి子ঢ়ଶあるい͸
原子Ձঢ়ଶをとる金属φイトϨϊイυ化合物や金属ϋロήン化合
物を૑生し、アルΧンをͦれͧれのアミンやϋロήン化物΁とม
。する手法を։ൃしています׵

金ଐࡨମ、ࢎԽ൓応、$) ݁合ੑ׆Խ、アϛノԽ൓応、
ϋロήϯԽ൓応

応用分野 ɾエネルギー分野、૑ༀؔ࿈ݯࢿ

論文・解説等
[1] ). 4uHiNoUo BnE DoXoSLFST, Chem. Commun., 53 (2017), 4849-4852.
[2] ). 4uHiNoUo BnE DoXoSLFST, Inorg. Chem., 57 (2018), 9738-9747.
[3] ). 4uHiNoUo BnE DoXoSLFST, Organometallics, 40 (2021), 102-106.

連絡先 URL http://www-CGc.mls.eng.osaka-u.ac.jp/*toh-aC/
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ここがポイント！【研究内容】

ਫ਼ີ分子ूੵΛج൫ͱ͢る
༗ػエϨΫτロχΫスࡐྉの։ൃ

ླ໦ ॆ࿕ 4UZU,I MJtsVIaSV

Ԡ用化学専攻 准教授
෺࣭機能Խ学講座 ༗機ిࢠ材料Պ学領域 தࢁ研究室

•高ػ能ɾ高性能な༗ػデόイスの࣮ݱにෆ可ܽな、ʮ分子のू
ੵঢ়ଶが高度に੍ޚされたଟ੒分༗ػ൒ಋମബບʯの૑ग़。

•分子のઃ計ɾ合੒、੒ບ手法の։ൃ、デόイスの࡞੡ɾධՁな
どを໢ཏしたแׅ的なアϓローνをγンϓルなモデルܥに適用
し、ैདྷ͸ෆ明֬ͩった分子構造とデόイスಛ性の૬ؔを解明。

•分子の精ີूੵにؔするج൫的ํ法࿦をཱ֬するとと΋に、ͦ
れを࠷ઌ୺材料に適用することでࡏݱの性能ݶքをಥഁするֵ
৽的な༗ػデόイスの࣮ݱを目ࢦす。

݁থੑଟ޸構造ମ、༗ػ൒ಋମ、
プリϯςουエϨΫτロχΫス、分子഑ྻ・഑ޚ੍޲

応用分野 エϨクトロχクス分野、エネルギー分野、ҩྍɾϔルスέア分野

論文・解説等
[1] &. +FonH et al., ACS Appl. Mater. Interfaces 2022, 14, 32319r32329.
[2] ,. 2iBo et al., ACS Omega 2022, 7, 24468r24474.
[3] M. 4uzuLi et al., Chem. Sci. 2020, 11, 1825r1831.

連絡先 URL http://www-etchem.mls.eng.osaka-u.ac.jp/inEeY.html

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

༷ʑͳࡐجのද໘に
ఆԽ͢るٕज़ݻ金ଐナノ粒子Λو

ਗ਼野 ஐ࢙ 4&INO 4atPsIJ

Ϗδネスエンδχアリング専攻 准教授
ٕज़஌Ϛωδϝϯτ講座 材料ٕज़஌Ϛωδϝϯτ領域 த઒ɾਗ਼໺研究室

セラミックスɾथࢷɾણҡといった༷ʑなج材のද໘に、金属φ
ϊཻ子を強ݻに୲ݻ࣋定化できるٕज़です。原料金属イΦンਫ溶
ӷに、ج材となる材料をؚਁさͤ、์ࣹઢをরࣹする͚ͩの؆ศ
なϓロセスです。ҩྍث۩の໓ە౳に࢖用されているΨンマઢや
ి子ઢといった์ࣹઢを用いるので、ඃরࣹ物が์ࣹ能を࣋つこ
と͸ありまͤΜ。ચ୕ 100 回ޙに΋性能がҡ࣋されるۜφϊཻ
子୲ە߅࣋ણҡや、όイΦ分野で利用できる金୲࣓࣋性φϊཻ子、
थࢷද໘΁のແి解Ίっき用৮ഔのݻ定化౳、用్にԠじた૊Έ
合Θͤでٕज़をఏڙいたします。

ナノ粒子、์ࣹઢ、و金ଐ、触媒、όΠΦ

応用分野 ҩྍɾϔルスέア分野、エネルギー分野

論文・解説等
[1] ಛڐ第4879492号: ਗ਼野、ࢁຊ、த઒、ڵ௡ʮو金属ɾ࣓性金属ࢎ化物ෳ合ඍཻ子およͼͦの੡造法ʯ
[2] ಛڐ第4854097号: ਗ਼野、Ҫग़、্ Ո、྿ࢯ、ా ʮྛણҡのە߅ॲ理ํ法、ە߅性ણҡの੡造ํ法およͼە߅性ણҡʯ
[3] 4. 4Fino et al., Journal of Nanoparticle Research, 10, (2008) 1071-1076.

連絡先 URL http://www.mit.eng.osaka-u.ac.jp/mt2/ZamamotolaC.html
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ここがポイント！【研究内容】

分子のܗͱݩ素のੑ࣭Λ׆用ͨ͠
ଟ࠼ͳޫ・ి子ػೳ分子の創製

෢ా ༸ฏ 5",&%" :PVIFJ

Ԡ用化学専攻 准教授
෺࣭機能Խ学講座 ਫ਼ີ߹੒Խ学領域 ೆํ研究室

•ϔテロ元素のಛ௃を活用したಛҟな༗ػКి子ڞ໾ܥ分子の৽
఺として、୸素やਫ素など൚用元素から੒ى構ங手法։ൃをح
り、ଟ࠼なޫɾి子ػ能を༗する༗ػ分子材料の૑੡に੒ޭ。 

E- 素 ػできる༗׵エネルギーをޫエネルギー΁高ޮ཰でมؾి•
子を࣮ݱ。

ʯとい͏֓೦と͸一ઢޚଘのʮ分子ੵ૚༷式によるൃޫ৭੍ط•
をըすʮ഑࠲によるൃޫ৭੍ޚʯとい͏֎෦ܹࢗԠ౴性材料に
お͚る৽֓೦をཱ֬。

༗ػػೳࡐྉ、ܹࢗ応౴ࡐྉ、೤ੑ׆Խ஗Ԇޫܬ、リϯޫ、
༗ػエϨΫτロχΫス

応用分野 লエネルギーデόイス、ҩྍ分野、ޫ ৮ഔ։ൃ

論文・解説等
[1] 5BLFEB, :. et al., Angew. Chem. Int. Ed. 2016, 55, 5739r5744.
[2] 5BLFEB, :. et al., Chem. Sci. 2017, 8, 2677r2686.
[3] 5BLFEB, :. et al., J. Am. Chem. Soc. 2020, 142, 1482r1491.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dminakata-laC/ZtakeEa/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ΠΦϯ఻ಋΛ׆用ͨ͠
新نແࡐػྉ։ൃ

ాଜ ਅ࣏ 5"MU3" 4IJOKJ

Ԡ用化学専攻 准教授
෺࣭機能Խ学講座 ແ機材料Խ学領域 ࠓத研究室

ମ݁থதを఻ಋできるイΦン種を৽たにݻ 19 種類ൃݟすると
と΋に、࣮用ྖҬのイΦン఻ಋ性を༗する種ʑのイΦン఻ಋ性
ݱମを૑੡してきた。また、৮ഔ材料ɾ৭材ɾి஑材料などݻ
、にお͚る重ཁなセラミックス材料において͸ۀ޻やۀの産ࡏ
イΦン఻ಋの؍఺から構造的ಛ௃を࡯ߟすることで࢐৽な৽ن
材料がಘられると͑ߟ、これら材料։ൃ΁のల։΋行ってきた。
ྫ͑͹、種ʑのセラミックスΨスセンα։ൃにおいて͸、࡞動
Թ度の大෯な௿ԼとΨスબ୒性の্޲をୡ੒している。

セϥϛοΫス、ΠΦϯ఻ಋ、セϯα、৭ࡐ

応用分野 อશ分野、エネルギー分野ڥ؀

論文・解説等
[1] ాଜਅ࣏ほか、ݻମセラミックスதにお͚る高Ձ਺ΧνΦン఻ಋの࣮ݱ、セラミックス, 54, 273 (2019).
[2] ాଜਅ࣏ほか、༏ܕڥ؀の৽ࢎن化物ܥແإػ料、৭材ڠձ(2019) 64 ,92 ,ࢽ.
[3] ాଜਅ࣏ほか、৽ن৮ഔを用いた௿Թ࡞動ܕ一ࢎ化୸素センα、生産とٕज़, 69, 95 (2017).

連絡先 URL https://www-chem.eng.osaka-u.ac.jp/dimaken/
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ここがポイント！【研究内容】

Պֶのࢉܭ・Խֶ・ද໘解ੳؾి
༥合によるද໘構造・ػೳઃܭ

౔୩ തত 54U$)I:" )JSPakJ

マテリアル生産科学専攻 准教授
材料機能Խϓϩηε޻学講座 ڥ؀材料学領域 ౻ຊ研究室

• 金属材料ɾ൒ಋମとڥ؀の૬࡞ޓ用により生じる化学൓Ԡの解明と੍
。にؔする研究をਪਐしているޚ

• ܗ孔ࡉ૊৫化φϊݾ化学ϓロセスによる金属ɾ൒ಋମද໘΁の自ؾి
੒ɾ੒௕のػং解明に材料޻学的؍఺からऔり૊Μでいる。

• 金属ද໘に生੒するෆಇଶൽບやさͼ૚の構造ɾ物性をిؾ化学的手
法やද໘分析によりධՁして、ද໘ൽບの଱ػڥ؀能のݯىを解明す
ることで৽ن଱৯原理の構ஙを目ࢦしている。

• して金属ද໘近๣の化学൓Ԡおよͼͦれにؔ与࢖ۦと計算科学をݧ࣮
する物質Ҡ動ݱ৅の理解のਂ化にܨがる研究を行っている。

、ޚଶ・構造੍ܗ、૊৫Խݾࣗ、Խֶ、金ଐ・൒ಋମؾి
Պֶࢉܭ

応用分野 ෗৯๷৯分野、エネルギーɾόイΦ分野、予๷ɾอશ分野

論文・解説等
[1] ). 5TuDIiZB et al., Nanoscale 12 (2020) 8119-8132.
[2] ). 5TuDIiZB et al., Corrosion 76 (2020) 335-343.
[3] ). 5TuDIiZB et al., Journal of the Electrochemical Society 166 (2019) $3443-$3447.

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp5/MS15-HomeJ.htm

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

エネルギーΛૢるに͸ʜʁ

σΟχϣ・΢Οルιϯ・アδΣリί・λϯ %I´O
 8JMsPO "HFSJDP 5aO

物理学ܥ専攻 准教授
Ԡ༻෺ཧ学講座 φϊ෺ੑཧ࿦領域

ਓ類͸大きな՝୊に௚໘しているʂ
ʢ自વީؾ、֐ࡂม動、エネルギー、౎ࢢ化、ශࠔ、৯料、
ਓޱ౳ʣͦれらの໰୊解ܾのݤとなるテクϊロδーのൃలが
。Ίられているٻ
αステφϒルࣾձの࣮ݱたΊに、ࢲたͪ͸材料のઃ計、ҟ
種材料の૊Έ合Θͤによるֵ৽的なػ能性を࣋つデόイス

ʢグリーンテクϊロδー౳ʣの૑੡を目ࢦしている。

エネルギー、෺࣭、ද໘൓応μΠナϛοΫス、水素、ࢎ素

応用分野 エネルギー、材料、৮ഔ、物性、ҩྍɾϔルスέア分野

論文・解説等
[1] 8.". %iÒo et al., Prog. Surf. Sci. 63(:3) (2000) 63-134
[2] :. MiuSB et al., J. Appl. Phys. 93(:6) (2003) 3395-3400
[3] 計算ػマテリアルデザインೖ໳ʢ大ࡕ大学ग़൛、2005ʣ

連絡先 URL http://www.EZn.ap.eng.osaka-u.ac.jp
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ここがポイント！【研究内容】

୸素ΛʮຒΊࠐΈʯྠΛͭ る͘
新͍͠Χοプリϯά൓応の࣮ݱ

੢Ҫ ༞ೋ NI4)II :VKJ

Ԡ用化学専攻 ࢣߨ
෼ࢠ૑੒Խ学講座 ൓Ԡ෼ࢠԽ学領域

༗ػ分子をѻ͏合੒化学͸ੈք࠷খの΋のͮくりに௅Ή分野であ
り、ͦのجຊ֨ࠎとなる୸素ʵ୸素݁合をʮいかにޮ཰ྑくつな
͙かʯとい͏の͸重ཁな研究テーマとなっている。ࢲたͪのグルー
ϓで͸、ターήットの分子に୸素Ϣχットを૊ΈࠐΉことで、৽
たな؀ঢ়֨ࠎを̍ஈ֊で૊Έ্͛る࢐৽なΧッϓリング൓Ԡを։
ൃした。この൓Ԡ͸୸ࢎʢਫʴೋࢎ化୸素ʣのΈを෭生するクリー
ンな化学ม׵を࣮ݱしており、༗ػ E- や༗ػ൒ಋମなどのエϨ
クトロχクス材料をޮ཰的に૑ग़するたΊのج൫ٕज़としてԠ用
がظ଴される。

触媒Խֶ、༗ػエϨΫτロχΫス、Χοプリϯά൓応

応用分野 ༗ػ൒ಋମ、φϊマテリアル、૑ༀ化学

論文・解説等
[1] ,. (IoTI, :. /iTIii�, M. MiuSB�, ACS Catal. 2019, 9, 11455.
[2] ,. (IoTI, :. /iTIii�, M. MiuSB�, Org. Lett. 2020, 22, 3547.
[3] (. MiIBSB, ,. (IoTI, :. /iTIii�, M. MiuSB�, Org. Lett. 2020, 22, 5706.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dmiura-laC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

資源的に๛෋ͳయݩܕ素のੑ࣭Λ޼Έに
ೳ金ଐ触媒の創੒ػߴる͜ͱによる͢ޚ੍

੢ຊ ೳ߂ NI4)IMO5O :PsIJIJSP

Ԡ用化学専攻 准教授
෼ࢠ૑੒Խ学講座 ਫ਼ີݯࢿԽ学領域 ҆ా研究室

的ɾࡁܦ、られておりݶዧされ、産ग़஍Ҭ΋ةがׇރのݯࢿগでر
੓࣏的な理༝でڅڙがෆ安定なભҠ金属৮ഔに大きくґଘしている
ैདྷの༗ػ合੒化学にมֵをىこし、طଘの༗ػ合੒ϓロセスを࡮
৽するたΊのయܕ金属৮ഔのཱ֬を目ࢦし研究をਐΊています。
•৽ن༗ػアルミχ΢ム৮ഔの։ൃおよͼルイスࢎ৮ഔ活性のධ

Ձ、ޫ৮ഔػ能の։୓
•యܕ金属৮ഔを用いた৽しい༗ػ合੒൓Ԡの։ൃ
•৽しく։ൃした༗ػ合੒൓Ԡを用いたༀ理活性物質ɾػ能性物質

の合੒

యݩܕ素、༗ػ合੒Խֶ、金ଐ触媒、༗ػ金ଐԽ合෺

応用分野 能性材料૑੒、ҩༀ඼合੒ػ

論文・解説等
[1] :. /iTIiNoUo et al., J. Am. Chem. Soc. 2021, 143, 9308.
[2] :. /iTIiNoUo et al., Chem. Eur. J. 2021, 27, 8288.
[3] :. /iTIiNoUo et al., Chem. Lett. 2021, 50, 538.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dZasuEa-laC/
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ここがポイント！【研究内容】

ख๏のࢉܭਫ਼౓ి子ঢ়ଶߴ
։ൃͱද໘・ք໘ܥ΁の応用

濱田 幾太郎 )"M"%" IkVtaSP

物理学ܥ専攻 准教授
ਫ਼ີ޻学講座 ࢉܭ෺ཧ領域 ৿઒研究室

物質と分子のք໘͸エネルギーม׵デόイス、ෆۉ一৮ഔ、ి
化学৮ഔなどでத৺的な໾ׂをՌたし、ք໘の構造とి子ঢ়ؾ
ଶ、およͼք໘にお͚る化学൓Ԡのඍࢹ的ػ構を理解することが
৽ن高ޮ཰デόイスや৮ഔを։ൃする্でۃΊて重ཁとなりま
す。զʑ͸ݧܦ的パラϝーターを用いないి子ঢ়ଶ理࿦にͮجい
た第一原理計算手法とಠ自の計算ίーυの։ൃ、ͦしてίミϡχ
ティーίーυの։ൃ΁のݙߩを行っています。ͦれらを元に高精
度ɾ大ن໛計算を࣮行し、ք໘構造とి子ঢ়ଶ、ෆۉ一৮ഔ൓Ԡ、
。化学൓Ԡの素աఔの解明をਐΊていますؾి

ද໘Պֶ、ిؾԽֶ、ి子ঢ়ଶཧ論、ݪ子論的γϛϡϨーγϣϯ

応用分野 材料科学、৮ഔ化学

論文・解説等
[1] *. )BNBEB, Phys. Rev. # 89, 121103 (2014).
[2] ,. 3oKBT et al., Commun. Mater. 2, 81 (2021").
[3] IUUQT://TDIoMBS.HooHMF.DoN/DiUBUionT uTFS�R5RHHUX""""+�IM�Fn

連絡先 URL http://www-cp.prec.eng.osaka-u.ac.jp/

コードへの実装

計算手法の開発・定式化
物質・分子への適用
と機能予測

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ి子ݦඍڸΛ用͍ͨナノスέールػցݱ৅の
ՄࢹԽ・ܭଌ・੍ޚ

ฏݪ Ղ৫ )I3")"3" ,aPSJ

学専攻／附属アトミックデザイン研究センター 准教授޻ցػ
機能ߏ଄学講座 φϊߏ଄޻学領域 ฏݪ研究室

αϒφϊϝートルϨϕルの物質の構造ɾܗଶを࡯؍できるి子ݦඍڸの
தで、ϓローϒマχピϡϨータによってφϊスέールの構造ମ一ݸを自
。Ճ೤、௨ిなどが行͑ます、޻Ճ、ܗし、ม࡞にૢࡏ
ͦのաఔでの構造ม化を可ࢹ化しつつ、ྗ学ಛ性ɾຎࡲɾೞれɾి ఻ಋɾؾ
೤఻ಋなどॾಛ性のಉ࣌計測を行います。これにより、
• 構造ɾݱ৅の可ࢹ化による、φϊスέールでのྗ学ݱ৅解明 
• φϊスέールの材料を測るɾૢ࡞するɾ੍ޚするたΊのํ法࿦։୓
• φϊスέール構造੍ޚによるػ能材料։ൃ
にؔする研究にऔり૊Μでいます。

ి子ݦඍͦڸの৔࡯؍、ナノΧーϘϯࡐྉ、
ナノϚχϐϡϨーγϣϯ、ナノϝΧχΫス、ϠϞリςープ

応用分野 ഉ೤利用ϑϨΩγϒルデόイス։ൃ、物質解析ٕज़։ൃɹ

論文・解説等
[1] ). )BNBTBLi, ,. )iSBIBSB, et al., Nano Lett., WoM. 21, 7, 3134-3138 (2021).
[2] M. 6FTuHi, ,. )iSBIBSB, et al., Review of Scientific Instruments, WoM. 91, 035107 (2020).
[3] ,. )iSBIBSB, ,. )iSBiTIi, et al., Carbon, WoM. 118, QQ. 607-614 (2017).

連絡先 URL http://www-ne.mech.eng.osaka-u.ac.jp
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ここがポイント！【研究内容】

新ن触媒൓応։ൃ�アリルアϛϯ༠ಋମの
Ґஔ͓よͼཱମબ୒的合੒

෱ຊ ೳ໵ 'U,UMO5O :PsIJZa

Ԡ用化学専攻 准教授
෼ࢠ૑੒Խ学講座 ෼ࢠઃܭԽ学領域 ஡୩研究室

༗ػ分子合੒にお͚る重ཁなதؒମの̍つであるアリルアミン༠
ಋମを、Ґஔおよͼཱମબ୒的に合੒する手法の։ൃにऔり૊Μ
でいる。ྫ͑͹イミンと຤୺アルΩンをϨχ΢ム৮ഔଘࡏԼで൓
Ԡさͤると̎ҐにアルΩン༝དྷのஔج׵を࣋つアリルアミンがಘ
られる。また、イミンと຤୺アルΩンとの൓Ԡをผの৮ഔを用い
ることによりϓロパルギルアミンをௐ੡し、ͦれを৮ഔ的Ϩυッ
クスҟ性化することにより̏Ґにஔج׵を࣋つ E ʵアリルアミン
が生੒する。いͣれ΋ଞの൓Ԡࡎをඞཁとͤͣ、෭生੒物΋ない
アトムエίϊミーな൓Ԡである。

༗ػ合੒Խֶ、ભҠ金ଐ触媒൓応、アリルアϛϯ༠ಋମ、
ཱମબ୒的合੒

応用分野 ૑ༀؔ࿈、材料ؔ࿈

論文・解説等
[1] 'uLuNoUo :. et al., Org. Lett. 2019, 21, 1760-1765.
[2] 'uLuNoUo :. et al., Pure Appl. Chem. 2014, 86, 283-289.
[3] 'uLuNoUo :. et al., J. Am. Chem. Soc. 2012, 134, 8762-8765.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dchatani-laC/inEeY.html
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ここがポイント！【研究内容】

にޚͱ൓応ੑ੍ܭ൓応ੑͳ分子のਫ਼ີઃߴ
用ٕज़の։ൃ׆革新的ͳ水素ͮ͘ج

੕ຊ ཅҰ )O4)IMO5O :PJDIJ

Ԡ用化学専攻 准教授
෼ࢠ૑੒Խ学講座 ༗機ۚଐԽ学領域 ੜӽ研究室

ຊ研究͸、ૈਫ素ʢH2 と C0 や C02 の混合Ψスʣがະ։୓な޻
化合ػであることに注目し、ૈਫ素を௚઀的に利用した༗ݯࢿۀ
物のਫ素化൓Ԡの։ൃにऔり૊Έます。ಛに、ਫ素化ターήット
となる༗ػ化合物として๕߳଒ෳ素؀化合物を用いることで、ૈ
ਫ素Ψスから H2 を௚઀的に分཭ɾஷଂɾӡൖするֵ৽的ٕज़の
ཱ֬を目ࢦします。つまり、̡ૈਫ素ˠ高७度ਫ素ˠ H2 ஷଂɾӡൖʳ
とい͏ྲྀれのطଘٕज़にରしてʲૈਫ素ˠ H2 ஷଂɾӡൖʳとい
͏৽たなٕज़をূݕします。これにより、όイΦマスؚΉ୸素ࢿ
。しますݙߩにݱをޮ཰的かつ安定的に利用したਫ素ࣾձの࣮ݯ

༗ػయݩܕ素Խֶ、触媒Խֶ、水素ஷଂ、水素ਫ਼製

応用分野 ਫ素エネルギーؔ࿈、グリーン৮ഔ、όイΦマスの༗ޮ活用

論文・解説等
[1] :. )oTIiNoUo et al., Science Advances, 2022, 8, FBEF0189.
[2] ϋイυライυをػ元素化合物を用いたૈਫ素৚݅Լにお͚る৮ഔ的ਫ素化൓Ԡー༗ܕຊ大ً, ੕ຊཅ一, lయڮ

ਫ素精੡΁活用するٕज़ج൫ー,z [ਫ素の੡造とͦの༌ૹ, ஷଂ, 利用ٕज़], 第3ষ9અ, ٕज़৘ใڠձ.
連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dogoshi-laC/hoshimoto/wp/
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ここがポイント！【研究内容】

ୈҰݪཧࢉܭͱ౷ܭ的ख๏による
構造解ੳͱಛੑ༧ଌ

水野 ਖ਼ོ MIZUNO Masataka

附属アトミックデザイン研究センター／マテリアル生産科学専攻 准教授
材料機能学講座 材料評価学領域 荒木研究室

• 物質の構造や安定性について精度の高い計算が可能である第一原理計
算に、統計的手法による精度の高いモデリングや解析を適用します。

• 自動車ボディパネルに利用される Al-Mg-Si 合金において強度に寄与
する空孔 - 溶質原子クラスタについて、重回帰分析による予測式を適
用し安定構造を明らかにしました。

• 近 年 注 目 さ れ て い る 5 種 類 の 元 素 が ラ ン ダ ム に 混 じ り あ っ た
CrMnFeCoNi 高エントロピー合金について、ランダムな構造を統計的
手法によりモデリングを行い、原子番号が大きな原子ほど拡散の活性
化エネルギーが高くなることを明らかにしました。

子ঢ়ଶ、構造解ੳ、ಛੑ༧ଌి、ܭྉઃࡐ、ྉධՁࡐ

応用分野 材料分野、自動車分野

論文・解説等
[1] M. Mizuno et al., Results in Physics 34, 105285 (2022) 
[2] M. Mizuno et al., Materiallia 13, 100853 (2020)
[3] M. Mizuno et al., Computational Materials Science 170, 109163 (2019)

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/mse4/MSE4-HomeJ.htm

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

革新的ナノ構造触媒の創出による
水素エネルギープロセスの構築

森 浩亮 MO3I ,PIsVkF

マテリアル生産科学専攻 准教授
材料ΤωϧΪʔཧ޻学講座 材料ཧԽ学領域 ࢁԼ研究室

ਫ、ೋࢎ化୸素、ଠཅޫ、όイΦマスといった࠶生可能エネルギー
からの௚઀ਫ素合੒͚ͩでなく、化学エネルギーのஷଂɾ༌ૹ可
能なਫ素Ωϟリアに৮ഔ的にม׵し利用するਫ素ஷଂɾൃ生γス
テムの։ൃにऔり૊Μでいます。 ಛに安શかつエネルギーີ度が
高いਫ素Ωϟリアとして、ギࢎ、ϝタン、ϝタϊールに注目して
います。このよ͏なʮΧーボンχϡートラルਫ素エネルギーϓロ
セスの構ஙʯのたΊ、௒高活性かつ࣮用的なʮφϊ構造৮ഔʯを、
金属φϊཻ子、合金φϊཻ子の高ޚ੍࣍により։ൃすることを目
。していますࢦ

ナノ構造触媒、合金ナノ粒子、水素製造、水素キャリア、
エネルギー資源革命

応用分野 エネルギーݯࢿม׵、೩料ి஑、ޫ 能材料の։ൃ౳ػ

論文・解説等
[1] ,. MoSi et al., Nat. Commun., 2021, 12, 3884.
[2] ,. MoSi et al., Nat. Commun., 2019, 10, 4094
[3] ,. MoSi et al., J. Am. Chem. Soc., 2018, 140, 8902

連絡先 URL http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp1/MS11-HomeJ.htm
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ここがポイント！【研究内容】

ʮॊΒ͔͍ʯ७༗݁ػথੑϗスτの
創出ͱػೳ創੒

ᗑࢁ ༎ඒ :",I:"M" :VNJ

Ԡ用化学専攻 准教授
෺࣭機能Խ学講座 ෺ཧ༗機Խ学領域 ᓎҪ研究室

७༗ػ物からなる݁থに͸、適੾な分子デザインによりిಋ性ɾ
ൃޫಛ性を͸じΊ༷ʑなػ能を૊ΈࠐΉことができる΋のの、一
ൠに分子ؒにಇくྗがऑいたΊ大きな構造ม化を൐͏ܹࢗにରし
΋Ζく、ͦのԠ用に͸ґવとして大きなนがଘࡏする。このऑ఺
をࠀ෰し、ܹࢗԠ౴にରしてॊೈに構造をม化さͤるʮॊらかいʯ
༗݁ػথϗストの։ൃとػ能化にऔり૊Μでいる。ྫ͑͹、Ԡྗ
ҹՃにより಺෦แ઀分子を์ग़し、࣍いで溶ഔにਁすことで構造
を回෮するスϙンδ༷の݁থや、ϑϨΩγϒルな݁থ性ి子材料
をターήットに研究を行っている。

༗݁ػথ、分子ೝࣝ、分子ੑܹࢗ、޸ࡉ応౴ੑ

応用分野 物質ஷଂɾ݁থ性デόイス

論文・解説等
[1] :. :BLiZBNBɼ). 4BLuSBi, et al., J. Am. Chem. Soc. 2019, 141, 18099-18103.
[2] :. :BLiZBNB et al., Chem. Commun. 2020, 56, 9687-9690.
[3] :. :BLiZBNB et al., Asian J. Org. Chem. 2021, %0*: 10.1002/BKoD.202100275.

連絡先 URL http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/dsakurai-laC/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

プϥζϚ・ࡐྉք໘に͓͚る
ඇฏߧঢ়ଶද໘の෺ཧͱԽֶ

リ ϋϯς -&& )FVO 5aF

ࢣߨ 学専攻޻子৘ใ௨৴ిؾి
ઌਐి࣓ΤωϧΪʔ޻学講座 ϓϥζϚੜ੒੍޻ޚ学領域

原子࿦により಺෦また͸֎෦にてฏߧঢ়ଶから֎れてۦ動
される動的ද໘の物理と化学を研究しています。ϓラζマ -
材料ք໘や、ϓラζマϓロセスதにかかる高Թ、高ストϨス
によってඍখスέールでൃݱするݱ৅にண目しています。近
年の੒Ռとして、スピントロχクスԠ用に͚޲たྔ子材料の
合੒とಛ性ධՁ、ඇഁյϨーザー਍அ法を用いたෳ合材料
のػցಛ性ධՁ、֩༥合૷ஔにお͚るϓラζマର޲材料಺
のਫ素ಉҐମ༌ૹとٵଂにؔする஌ݟが͛ڍられます。

プϥζϚ、ද໘、ྔ子ϏーϜ、水素ಉҐମ、֩༥合

応用分野 物質合੒、エネルギー、ඇഁյࠪݕ

論文・解説等
[1] ". /BHBLuCo et al., Appl. Phys. Lett., 116, 021901 (2020).
[2] ).5. -FF et al., Nuclear Materials and Energy, 19, 262 (2019).
[3] ,. :BLuTIiKi et al., Fus. Eng. and Design, 124, 356 (2017).

連絡先 URL http://www.eie.eng.osaka-u.ac.jp/dsupraweC/




